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院
お
よ
び
災
害
時
の
拠
点
病
院
と
し
て

の
機
能
と
役
割
を
担
う
秦
野
赤
十
字
病

院
へ
の
支
援
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
12
年
６
月
に
締
結
し
た
秦
野

赤
十
字
病
院
整
備
支
援
事
業
補
助
金
の

交
付
に
関
す
る
基
本
協
定
に
基
づ
き
、

医
療
機
器
整
備
費
な
ど
の
財
政
支
援
を

続
け
て
お
り
、
25
年
度
は
、
約
１
億
４

０
０
０
万
円
の
助
成
を
し
た
。

要
望　
現
在
、
昭
和
大
学
か
ら
産
科
医

師
の
引
き
揚
げ
を
通
告
さ
れ
て
お
り
、

本
市
で
出
産
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
助
産
師
な
ど

の
育
成
を
目
的
と
し
た
看
護
師
等
確
保

事
業
の
活
用
や
産
科
医
師
の
確
保
を
図

る
た
め
の
産
科
医
師
分
娩
手
当
の
在
り

方
の
検
討
、
ま
た
、
秦
野
赤
十
字
病
院

運
営
協
議
会
で
の
要
望
や
診
療
科
目
が

減
っ
た
場
合
の
対
応
の
検
討
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね
、
産
婦
人
科
が
継

続
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。農

林

農
作
物
被
害
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を

防
止
し
、
農
業
生
産
の
安
定
を
図
る
た

め
、
防
護
柵
の
設
置
や
、
有
害
鳥
獣
の

管
理
捕
獲
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の

効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
21
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
、
市
内
19
カ
所
、
17
・
２
㌔

㍍
の
柵
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
25
年

度
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
２
２
５
頭
、
イ
ノ

シ
シ
12
頭
、
鳥
類
６
１
４
羽
を
管
理
捕

獲
し
た
。
25
年
度
の
被
害
は
６
６
８
件

で
、
被
害
面
積
は
約
54
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

被
害
金
額
は
約
１
６
４
０
万
円
で
あ
り
、

前
回
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
被
害

面
積
で
31
％
、
被
害
金
額
で
33
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。

商
工

デ
ジ
タ
ル
観
光
案
内
装
置
に
つ
い
て

問　
観
光
客
の
誘
客
と
利
便
性
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
秦
野
駅
の
自
由
通
路

に
設
置
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
観
光
案

内
装
置
の
運
用
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
事
業
に
つ

い
て

問　
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
事
業

は
、
女
性
が
自
立
し
行
動
す
る
力
を
つ

け
、
国
が
掲
げ
る
「
女
性
が
輝
く
日

本
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
充
実
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
講
座
の
開
催
回
数
が

減
少
し
た
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
11
年
度
に
県
と
の
共
催
に
よ

り
、
女
性
の
起
業
家
支
援
事
業
と
い
う

位
置
付
け
で
開
始
し
た
が
、
25
年
度
か

ら
は
、
事
業
の
目
的
を
働
く
女
性
の
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

開
催
回
数
は
減
少
し
た
も
の
の
、
１
回

当
た
り
の
参
加
者
数
は
増
加
し
て
い
る
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
事
業
の

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

民
生

こ
ど
も
相
談
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
成
長
に

向
け
た
支
援
を
行
う
た
め
、
子
ど
も
に

関
す
る
相
談
の
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

近
年
、
相
談
内
容
が
複
雑
化
し
、
地
域

あ
る
い
は
他
機
関
と
の
連
携
が
必
要
な

ケ
ー
ス
や
、
長
期
間
継
続
し
て
相
談
す

る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
相
談

体
制
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
25
年
度
に
保
健
師
を
１
人
増

員
し
、
保
健
師
を
含
め
た
常
勤
職
員
４

人
、
家
庭
相
談
員
お
よ
び
心
理
相
談
員

８
人
、
再
任
用
職
員
２
人
、
臨
時
職
員

１
人
の
15
人
体
制
で
対
応
し
て
い
る
。

今
後
も
事
務
処
理
を
含
め
、
ケ
ー
ス
対

応
な
ど
の
効
率
化
や
相
談
に
当
た
る
職

員
の
専
門
性
、
質
の
維
持
・
向
上
に
努

め
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

衛
生

秦
野
赤
十
字
病
院
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　
地
域
の
中
核
病
院
、
二
次
救
急
病

未
収
金
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
未
収
金
が
減
額
し
て
い
る
理
由
は

何
か
。

答　
お
客
様
セ
ン
タ
ー
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
る
料
金
業
務
の
包
括
委
託
に
よ

り
、
水
道
料
金
の
徴
収
率
が
向
上
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

▼
反
対
討
論

　

水
道
料
金
に
消
費
税
を
課
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
地
下
水
利
用
事
業
者
に

対
し
、
応
分
の
協
力
金
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

▼
反
対
討
論

　

資
格
証
の
交
付
、
収
入
の
な
い
人
へ

の
資
産
割
課
税
、
子
ど
も
へ
の
均
等
割

課
税
を
続
け
て
い
る
た
め
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
健
全
運
営

の
た
め
、
将
来
予
測
や
疾
病
予
防
対
策

な
ど
の
効
果
を
検
証
し
、
分
か
り
や
す

く
公
開
し
て
ほ
し
い
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

水
洗
化
の
普
及
に
つ
い
て

問　
下
水
道
の
処
理
区
域
に
入
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
水
道
に
接
続

し
て
い
な
い
世
帯
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

か
。
ま
た
、
接
続
に
向
け
た
今
後
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
25
年
度
末
時
点
で
の
下
水
道

未
接
続
世
帯
は
、
５
８
９
４
世
帯
で
あ

る
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

戸
別
訪
問
件
数
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、

未
接
続
理
由
の
多
く
が
資
金
不
足
や
家

屋
の
老
朽
化
な
ど
で
あ
る
た
め
、
対
処

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
反
対
討
論

　

消
費
税
課
税
の
ほ
か
、
都
市
計
画
税

と
受
益
者
負
担
金
の
徴
収
が
、
二
重
負

担
と
な
っ
て
い
る
た
め
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

長
寿
命
化
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
市

内
事
業
者
へ
の
受
注
枠
拡
大
に
努
め
て

ほ
し
い
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　
　

定
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

認　
　

定
（
賛
成
全
員
）

▼
反
対
討
論

　

後
期
高
齢
者
制
度
を
廃
止
し
て
老
人

保
健
制
度
に
戻
し
、
保
険
料
負
担
を
軽

減
す
べ
き
と
考
え
る
た
め
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

医
療
費
な
ど
の
自
己
負
担
分
が
支
払

え
な
い
低
所
得
者
に
全
額
ま
た
は
一
部

を
援
助
で
き
る
よ
う
、
事
業
の
枠
組
み

の
中
で
研
究
し
て
ほ
し
い
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

答　
一
月
当
た
り
５
０
０
０
回
程
度
の

利
用
が
あ
り
、
平
成
25
年
度
末
に
は
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
、
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
で
構
成
し
た
分

か
り
や
す
い
画
面
に
改
め
た
。
ま
た
、

メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン
を
低
位
置
に
表
示
し

て
、
車
い
す
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

改
善
し
た
。

要
望　
た
ば
こ
祭
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
に
も
活
用
で
き
、
低
コ
ス
ト

で
Ｐ
Ｒ
効
果
が
高
い
、
テ
ロ
ッ
プ
を
流

せ
る
電
光
掲
示
板
を
併
設
し
て
ほ
し
い
。

土
木

歩
道
の
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク

に
つ
い
て

問　
視
覚
障
害
者
の
安
全
な
歩
行
に
欠

か
せ
な
い
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
が
未
設
置

の
歩
道
に
は
、
計
画
的
に
設
置
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
小
田
急
線
４
駅
周
辺
は
、
秦
野
市

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
に
基
づ

き
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

要
望　
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
所
が
多
数
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
設

置
を
進
め
て
ほ
し
い
。

消
防

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
防
災
工
事
の
補
助
に
つ

い
て

問　
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ
る
人
身

へ
の
被
害
や
、
緊
急
車
両
の
通
行
を
妨

げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め

除
去
を
行
う
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
が
、

補
助
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
昭
和
61
年
度
か
ら
補
助
制
度
を
開

始
し
、
平
成
25
年
度
は
６
件
補
助
を
し

た
。
現
在
も
亀
裂
あ
る
い
は
傾
斜
な
ど
、

危
険
性
の
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
は
９

件
あ
り
、
所
有
者
に
対
し
て
、
補
助
金

を
活
用
し
た
除
去
を
指
導
し
て
い
る
。

教
育

い
じ
め
・
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

問　
学
校
生
活
や
学
校
教
育
に
関
わ
る

相
談
な
ど
の
機
能
を
強
化
し
、
い
じ
め

・
不
登
校
の
未
然
防
止
、
早
期
対
応
に

取
り
組
む
た
め
、
小
学
校
巡
回
教
育
支

援
相
談
員
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
事
業

内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
25
年
度
に
相
談
員
を
１
人
増

員
し
、
４
人
体
制
で
全
小
・
中
学
校
に

派
遣
し
て
い
る
。
相
談
員
は
、
相
談
が

な
い
時
間
に
は
、
教
室
お
よ
び
校
内
を

巡
回
し
、
気
に
な
る
児
童
・
生
徒
に
声

を
か
け
る
な
ど
、
積
極
的
な
相
談
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

討

論

▼
反
対
討
論

　

新
東
名
高
速
道
路
建
設
は
、
水
道
資

源
で
あ
る
地
下
水
の
枯
渇
や
、
大
気
汚

染
、
騒
音
な
ど
市
民
の
健
康
を
害
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
再
配
置
推
進
事
業

は
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
対
し
、
有
料
化

お
よ
び
使
用
料
の
値
上
げ
を
進
め
る
も

の
で
、
新
た
な
市
民
負
担
を
課
す
る
こ

と
か
ら
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

平
成
25
年
度
の
本
市
の
財
政
状
況
は
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支

比
率
は
上
昇
し
た
も
の
の
、
公
債
費
比

率
は
５
年
連
続
で
減
少
、
市
債
残
高
も

９
年
連
続
で
減
少
と
な
る
な
ど
、
健
全

性
と
い
う
点
に
お
い
て
お
お
む
ね
良
好

と
い
え
る
。

　

ま
た
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
再
編
整

備
事
業
や
鶴
巻
温
泉
駅
南
口
広
場
整
備

事
業
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
、
養

育
者
支
援
給
付
金
制
度
の
新
設
や
親
支

援
講
座
事
業
の
開
始
に
よ
り
、
子
育
て

支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が

評
価
で
き
る
。

　

25
年
度
は
、
政
府
の
金
融
緩
和
策
の

実
施
に
よ
り
、
比
較
的
好
景
気
の
兆
し

が
見
え
始
め
た
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、

水
道
事
業

下
水
道
事
業

介
護
保
険
事
業

後
期
高
齢
者

　
　
　
医
療
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業

企
業
会
計

特
別
会
計

議会のうごき
○８月
 18日（月） ・代表者会議　・議員連絡会
  ・議会活性化特別委員会
○９月
 １日（月） ・議会運営委員会　・代表者会議
 ３日（水） ・市議会第３回定例会開会【傍聴者２人】
  ・代表者会議　・議会運営委員会
 ５日（金） ・本会議（議案審議）【傍聴者９人】
  ・決算特別委員会　・代表者会議
  ・議会運営委員会　
 ８日（月） ・本会議（一般質問）【傍聴者108人】
 ９日（火） ・本会議（一般質問）【傍聴者62人】
  ・議会運営委員会　
 10日（水） ・本会議（一般質問）【傍聴者６人】
 12日（金） ・決算特別委員会
 16日（火） ・決算特別委員会
 17日（水） ・決算特別委員会【傍聴者１人】
 18日（木） ・決算特別委員会
 19日（金） ・総務常任委員会【傍聴者５人】
 22日（月） ・文教福祉常任委員会【傍聴者16人】
 24日（水） ・環境産業常任委員会【傍聴者３人】
 25日（木） ・都市建設常任委員会【傍聴者６人】
 29日（月） ・議会活性化特別委員会【傍聴者１人】
  ・代表者会議
○１０月
 ３日（金） ・議会運営委員会
  ・市議会第３回定例会閉会【傍聴者６人】
  ・代表者会議　・議会運営委員会
  ・議会報編集委員会　・政治倫理審査会
 16日（木） ・代表者会議　・議員連絡会
  ・政治倫理審査会　・議会活性化特別委員会
 17日（金） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会
  　第３回定例会
 27日（月） ・政治倫理審査会
○１１月
 ７日（金） ・代表者会議　・議会報編集委員会
  ・議会運営委員会　・政治倫理審査会
 14日（金） ・代表者会議　・議員連絡会
  ・議会活性化特別委員会

一
般
会
計

総
務

ま
だ
景
気
回
復
の
実
感
が
あ
る
と
は
言

い
難
く
、
生
産
年
齢
人
口
減
少
に
伴
う

市
税
の
減
少
、
社
会
保
障
関
連
経
費
で

あ
る
扶
助
費
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る

な
ど
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
を
迫

ら
れ
る
た
め
、
事
業
結
果
を
十
分
に
分

析
し
、
一
層
の
創
意
工
夫
と
、
都
市
間

競
争
を
勝
ち
抜
く
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　
　

定
（
賛
成
多
数
）

…議会中継、議会日程、会議の結果、会議録の検索、議員名簿、議会のしくみなど議会に関する各種情報を掲載しています。秦野市議会ホームページをご覧ください
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